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視聴可能です▶

井上咲楽の

さくら

なるほど！うつのみや市議会

とちぎテレビで絶賛
　　放送中！みんな

 みてネ♪

トピックス
宇都宮市議会

　

令
和
３
年
５
月
１３
日（
木
）、
自
由
民
主
党

議
員
会
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に

対
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
要
望
書
」を
、

佐
藤
栄
一
市
長
あ
て
に
提
出
い
た
し
ま
し
た
。

　

政
府
目
標
で
あ
る
「
７
月
末
ま
で
の
高
齢

者
へ
の
接
種
完
了
」
を
達
成
す
る
た
め
に
、

全
庁
一
丸
と
な
り
対
応
す
る
こ
と
を
求
め
ま

し
た
。
本
市
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対
象
高
齢

者
数
は
約
１３
万
人
に
も
上
る
こ
と
か
ら
、「
唯

一
の
武
器
」と
も
い
え
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
迅

速
に
行
う
た
め
に
は
、
更
な
る
体
制
の
強
化

と
適
切
な
予
算
措
置
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

我
々
、
自
由
民
主
党
議
員
会
は
、
市
民
の

皆
様
の
命
と
生
活
を
守
る
た
め
に
、
今
後
と

も
、
保
守
会
派
と
し
て
の
責
任
を
果
た
し
て

参
り
ま
す
。

新型コロナウイルス感染に対するワクチン接種
に関する要望書
　本市は、市民の生命や安全安
心な生活を守る為、新型コロナ
ウイルス感染拡大を防ぐ対策と
して様々な施策や取組を行って
いるが、ワクチン接種にあたり
様々な問題が発生しており、今
後さらなる対策が必要と考え、
５項目について緊急に要望する。

❶新型コロナウイルスワクチン接種に係る体制の強化と整備のために予算処
　置を行うこと。
❷国・県との十分な連携と現場の状況を迅速に把握し、市民の混乱を招かな
　いように対応すること。
❸医師会との十分な連携と、新型コロナウイルスワクチン接種に係る、ワク
　チンの入荷時期や予約方法・状況など、市民に対して現状の周知と理解促
　進につとめること。
❹新型コロナウイルス感染の終息に向けて、医療機関や関係する事業所など
　と連携強化を図るなど、前例にとらわれない対応をとることをはじめとし
　て、臨機応変に的確な対策を実行すること。
❺前例のない非常事態であるため、市長自らが前面に立ち、リーダーシップ
　を発揮し、全庁一丸となり対応すること。

集団接種会場準備風景
　宇都宮市においては「円滑な接種プロ
ジェクト遂行」に向けて、全庁一丸となり、
集団接種会場準備を進めています。
　我が会派として、今後とも様々な提言
をして参ります。

◀ワクチン接種（訓練）の様子
▼専用の冷凍庫にて保管

撮影にあたり、宇都宮市の伝統工芸　宮染めを着用
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ライトライン
宇都宮へ！！１編成目

５月２８日（金）未明　新潟県から輸送

正面も洗練されたデザインが特徴。凜々しさも感じられます。

車両基地内線路に搬入　

見守る
関係者の中には、
感極まって
涙する方も…

美しい流線型のデザイン。最高の技術力によって作成された前頭部のガラスと、色鮮やかな雷をイメージした黄色。

座り心地
抜群のシート

視界良好な
運転席

　令和３年５月31日（月）、 LRT車両基地（下平出町地内）において、
『芳賀・宇都宮LRT車両お披露目式』が行われました。
　雷が多いことで「雷都」と呼ばれる宇都宮市にちなんで、愛称は『ライ
トライン』に決定。稲妻をイメージした鮮やかな黄色と、それを引き立て
るダークグレーの車両は、新たな宇都宮市のシンボルになるでしょう。
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◎ＱＲコードをスマートフォン等で読み取れば動画がご視聴出来ます。動画の再生やご視聴には大量のデータ（パケット）通信を行うため、ご視聴される方に通信料のご負担が発生します事予めご了承ください。スマートフォン・タブレットでのご視聴の場合は、Wi-Fi環境でのご利用を推奨いたします。
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舟
本
　 

肇  

議
員

市
民
の「
足
」

　
バ
ス
路
線
再
編
を
問
う

■
そ
の
他
の
質
問

❶
市
長
の
政
治
姿
勢
❷
道
路
政
策
❸
ダ
ン
ト
ー

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
宇
都
宮
工
場
跡
地
❹
教
育

行
政

　
　
　
　

 

「
岡
本
方
面
か
ら
御
幸
ヶ

原
町
を
経
由
し
、済
生
会
病
院
経
由

の
バ
ス
路
線
」の
計
画
の
進
展
に
つ
い
て
、今
後

ど
の
よ
う
に
説
明
を
し
、市
民
の
理
解
を
得
よ
う

と
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　

ま
た
、市
内
全
域
の
再
編
に
つ
い
て
、現
在
の

進
捗
状
況
と
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

か
伺
う
。

舟
本
議
員

　
　
　
　

  

「
御
幸
ヶ
原
地
区
と
済
生
会
宇
都
宮

病
院
を
結
ぶ
路
線
」を
含
め
地
域
拠
点
と
都
市
拠

点
を
結
ぶ
だ
け
で
な
く
、Ｎ
Ｃ
Ｃ
の
形
成
に
資
す

る
路
線
は
Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
を
待
た
ず
に
実
現
で
き

る
よ
う
に
市
が
主
体
的
に
協
議
を
進
め
、方
向
性

が
ま
と
ま
っ
た
段
階
で
地
域
へ
説
明
す
る
。
駅

東
側
に
つ
い
て
は
、最
終
調
整
段
階
で
あ
り
、 Ｌ

Ｒ
Ｔ
開
業
に
合
わ
せ
、着
実
に
取
り
組
む
。
駅
西

側
に
つ
い
て
は
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
イ
メ
ー
ジ
」の

具
体
化
に
向
け
て
、Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
を
見
据
え
て
協

議
を
重
ね
て
い
く
。

総
合
政
策
部
長

今
井 

政
範  

議
員

目
指
せ

　
チ
ャ
リ
ン
コ
マ
イ
ス
タ
ー

！

■
そ
の
他
の
質
問

❶
市
長
の
政
治
姿
勢
❷
災
害
対
応
❸
男
性
の

子
育
て
に
対
す
る
支
援
❹
ご
み
減
量
対
策

❺（
仮
称
）平
出
町
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

ゾ
ー
ン
の
整
備

　
　
　
　

  　
宇
都
宮
市
に
は
、ロ
ー
ド

レ
ー
ス
チ
ー
ム
の
ブ
リ
ッ
ツ
ェ
ン
が
あ

り
、身
近
に
自
転
車
文
化
が
根
付
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
は
ど
う
か
と

言
え
ば
、無
灯
火
で
走
っ
た
り
車
道
を
右
側
通
行
し
た

り
し
て
も
一
向
に
お
構
い
な
し
。
信
号
無
視
や
一
時
停

止
無
視
も
日
常
茶
飯
事
。「
自
転
車
の
街
う
つ
の
み
や
」

を
標
榜
す
る
に
は
、お
粗
末
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

市
内
の
す
べ
て
の
小
中
学
生
は
、自
転
車
に
つ
い
て
の

交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
熟
知
し
、他
市
か
ら「
や
っ

今
井
議
員

　
　
　
　
　

 

自
転
車
が
関
係
す
る
事
故
が
増
加
傾
向

に
あ
る
。「
宇
都
宮
学
」の
中
学
校
副
読
本
に
お
い
て
、

自
転
車
安
全
利
用
教
室
や
道
路
整
備
、
モ
デ
ル
校
な
ど

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
副
読
本
を
利
用
し
、交
通

安
全
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

市
民
ま
ち
づ
く
り
部
長

ぱ
り
宇
都
宮
は
違
う
」と
思
わ
れ
る
位
で
な
い
と
事
故

は
減
ら
な
い
と
考
え
る
。
市
独
自
の
自
転
車
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
を「
宇
都
宮
学
」の
中
に
構
築
し
、自
転
車
検

定
で
自
転
車
に
更
な
る
愛
情
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
最

高
位
の
方
に
は
チ
ャ
リ
ン
コ
マ
イ
ス
タ
ー
な
る
称
号
を

与
え
る
等
の
取
組
は
い
か
が
か
？

長
谷
川 

武
士  

議
員

わ
た
し
た
ち
の

　
国
民
投
票
に
む
け
て

■
そ
の
他
の
質
問

❶
イ
ン
フ
ォ
デ
ミ
ッ
ク
対
策
❷
競
争
力
と
販
売

力
あ
る
農
林
業
❸
教
育
の
振
興
❹
少
年
法
改
正

❺
ま
ち
づ
く
り
活
動
応
援
事
業
❻
相
続
登
記
の

推
進

　
　
　
　

 

憲
法
改
正
に
は
国
民
投

票
が
必
要
で
あ
り
、本
市
の
準
備
と

し
て
市
民
一
人
ひ
と
り
が
日
本
国
憲
法
の
理
解

を
深
め
て
、責
任
を
も
っ
て
自
ら
の
権
利
を
行
使

す
る
た
め
に
、国
民
投
票
の
重
要
性
を
認
識
し
て

も
ら
い
投
票
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、ど
の
よ

う
な
見
解
を
持
っ
て
い
る
か
伺
う
。

長
谷
川
議
員

　
　
　
　

  　
　

国
民
投
票
が
実
施
さ
れ
る
際
は
、

憲
法
改
正
案
の
内
容
や
新
旧
対
象
表
な
ど
の
事

項
を
わ
か
り
や
す
く
記
載
し
た
国
民
投
票
公
報

の
配
布
を
行
う
ほ
か
、必
要
な
各
種
事
項
の
周
知

に
つ
い
て
も
、時
宜
を
捉
え
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
報
紙
等
の
媒
体
を
活
用
し
て
、効
果
的
な
周

知
に
努
め
る
と
共
に
、国
や
県
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、国
民
投
票
の
重
要
性
を
認
識
し
、投
票
率

向
上
に
つ
な
が
る
周
知
啓
発
に
取
り
組
む
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

岡
本 

源
二
郎  

議
員

頑
張
れ

　『
子
ど
も
食
堂
』　

！！

子
ど
も
食

堂
が
安
定

的
に
運
営

で
き
る
よ

う
、更
な
る
財
政
的
な
支
援

に
加
え
、運
営
を
担
う
人
材

の
育
成
や
食
材
の
提
供
な

ど
の
支
援
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
す
る
仕
組
み
の
創
設
な

ど
、支
援
を
拡
充
し
て
い
く

べ
き
だ
と
考
え
る
が
、見
解

を
伺
う
。

岡
本
議
員

■
そ
の
他
の
質
問

❶
本
市
職
員
の
業
務
負
担
軽

減
及
び
ワ
ク
チ
ン
接
種
❷
事

業
者
選
定
に
お
け
る
地
元
企

業
の
活
用
❸
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
雇
用
へ
の
影
響
❹
食
品

ロ
ス
削
減
❺
温
室
効
果
ガ
ス

の
抑
制
❻
L
R
T
事
業

　
　
　
　

 

困
難
を
抱
え
る

「
子
ど
も
」や「
子
育
て
家
庭
」

を
早
期
に
把
握
し
、支
援
す

る
た
め
に
は
、社
会
全
体
で

見
守
り
、支
え
る
環
境
を
整

備
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も

重
要
で
あ
る
。
財
政
等
の

支
援
の
必
要
性
や
、子
ど
も

食
堂
と
支
援
者
を
つ
な
ぐ

た
め
の
公
民
連
携
に
よ
る

仕
組
み
の
構
築
な
ど
、支
援

の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。
今
後
も
す
べ

て
の
子
ど
も
た
ち
が
夢
や

希
望
を
持
ち
、安
心
し
て
育

つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、子

ど
も
の
貧
困
対
策
を
推
進

す
る
。

佐
藤
市
長

矢
古
宇 

芳
一  

議
員

ご
当
地
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
で

宇
都
宮
愛

　
　
　
　

 

次
世
代
型
路
面
電
車

「
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
」
車
両
の
お
披
露

目
式
が
執
り
行
わ
れ
が
、流
線
形
の

シ
ャ
ー
プ
な
デ
ザ
イ
ン
、黄
色
が
メ
イ

ン
カ
ラ
ー
の
車
両
の
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
と

本
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
ミ
ヤ
リ
ー
な
ど
、市
の
象
徴
的
な
存

在
を
組
み
合
わ
せ
た
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
を
交
付
す
る
こ
と
で
、「
ふ
る
さ
と

宇
都
宮
」へ
の
愛
着
と
誇
り
の
意
識
を

醸
成
し
、納
税
意
識
が
更
に
高
ま
り
、

市
外
へ
は
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
強
化

に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

矢
古
宇
議
員

■
そ
の
他
の
質
問

❶
L
R
T
事
業
の
推
進
❷
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
❸
北
西

部
地
域
の
活
性
化
❹
総
合
的

な
治
水
・
雨
水
対
策
❺
教
育

行
政
❻
選
挙
の
環
境
の
向
上

と
効
率
的
な
管
理
執
行

　
　
　
　

 

日
本
初
の
前
線
新
設

と
な
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ「
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
」や

日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
大
谷
石
文

化
な
ど
、全
国
に
誇
れ
る
地
域
資
源
が

創
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ご
当

地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
作
成
す
る

こ
と
は
、市
民
の
郷
土
に
対
す
る
愛
着

を
深
め
、納
税
意
識
の
さ
ら
な
る
醸
成

が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、魅
力
の
発
信

に
も
寄
与
す
る
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の

導
入
に
向
け
本
市
に
ふ
さ
わ
し
い
デ

ザ
イ
ン
の
選
定
や
交
付
条
件
な
ど
に

つ
い
て
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

佐
藤
市
長

　

ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
交

付
し
、市
内
外
へ
魅
力
を
発
信
し
て
は

如
何
か
。

市
議
会
　
令
和
3
年  

第
2
回
　
一
般
質
問（
抜
粋
）

７月１日、文部科学大臣・厚生労働大臣・衆参両院議長へ
意見書を提出しました

以上、地方自治法第99条の規定に基づき意見書を提出する。

１ 省庁縦割りの弊害を排除し、就学前の子どもに対する教育
　 と保育の一元化を成し遂げること。
２ 制度設計については、子どもと保護者の権利を優先する
　 こと。

３ 施設運営側の事務手続の軽減を図るとともに、円滑な移行
　 に配慮すること。
４ 本制度に関わる資格については、一元化に合わせて見直し
　 を図ること。

記

●就学前の子どもに対する教育と保育の一元化に関する意見書
　平成８年に地方分権推進委員会第一次勧告において、地域の実績に応じた幼稚園・
保育園の共用化等の弾力的な運用の確立が求められ、平成１８年に就学前の子どもに
関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律が制定された。その後、幼保
一体化施設として認定こども園制度が開始されるなど、一定の成果は認める。この間、
幼稚園・保育園を問わず、希望する全ての子どもへの質の高い幼児教育・保育を保障、
保護者の仕事と子育ての両立への支援、男女が平等に活躍できる社会の構築、を通し
て、国家的危機とも言うべき、少子化に伴う人口減少社会への対策につなげることを
主な目的とし、推進されてきたところである。直近においては、幼児教育の無償化も

実施されるなど、一連の改革を通して、就学前の子どもと保護者にとっての子育て環
境は整いつつある。
　改革当初こそ、根拠法をはじめとした様々な違いが認識されていた幼稚園と保育園
ではあるが、現在においては、前述の認定こども園の開設や幼児教育の無償化等によ
り、利用者側の違いに対する認識はないに等しい状況となった。また、少子化対策、
幼児教育への期待の高まり、待機児童の解消、虐待防止、障がい児への合理的配慮、
女性の社会進出への支援、保育士・幼稚園教諭の不足、働き方改革への対応、各種事
務手続等の煩雑さなど、未だ多くの課題が残されている。これらの解決へ向け、国も
一段の制度改革を進めてはいるが、現段階では十分な成果を得られていない状況にあ
る。そのような中、菅政権は、子ども関連政策を一括して担う組織として、子ども庁
創設の検討を開始したところである。よって、国においては、今こそ、抜本的な改革
により、就学前の子どもに対する教育と保育の一元化を実現するよう、下記の事項に
ついて強く要望する。

７月１日、財務大臣・国土交通大臣・衆参両院議長・
栃木県知事へ意見書を提出しました

　以上、地方自治法第９９条の規定に基づき意見書を提出する。

１ 本件について事実を早急に確認すること。
２ 行為者に対して、不法投棄土砂の全量撤去及び原状回復の行政指導を徹底し、自然をはじめとした地域の環境を守ること。

記

●不法投棄から地域の環境を守ることを求める意見書
　宮山田町高間木地区において、大量の建設発生土が許可を得ずに不法に運ばれ盛土
されている。
　当該土地は、本市と塩谷町の行政界未確定な鬼怒川河川敷（河川法区域内）である

ことから、行為者に対する指導にあっては、宇都宮市以外の土砂条例を所管する栃木
県や塩谷町と協議の上、合同で行っている。
　本件総土量は推定２万３０００立方メートル（大型ダンプトラック約１０００台分）
と大規模かつ危険であるため、早急な不法投棄土砂の全量撤去を繰り返し指導してい
るが、行為者はごく一部を撤去したのみで、指導に従っているとは言い難い状況であ
り、近隣住民の不安は増す一方である。
　よって、土地所有者である国及び土地管理者である栃木県においては、不法投棄の
撲滅を着実に推進し、地域の環境を守るよう、下記の事項について強く要望する。

愛
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令和3年度  議会関係人事
◎は委員長、○は副委員長

　◆総務常任委員会◆
　　◎今井 政範／岡本 芳明／小林 紀夫／矢古宇 芳一
　◆厚生常任委員会◆
　　◎柴田 賢司／馬上　剛／山﨑 昌子／菅原 一浩
　◆環境経済常任委員会◆
　　○今野 哲也／鎌倉 三郎／金崎 芙美子／黒子 英明
　◆建設常任委員会◆
　　◎内藤 良弘／塚田 典功／篠﨑 圭一
　◆文教国体常任委員会◆
　　○長谷川 武士／熊本 和夫／舟本　肇／岡本 源二郎

◆常任委員会 各所管に属する事項の調査及び議案、請願・陳情の審査を行います

■ 委員会等 ■

◆広報広聴委員会
◎金崎 芙美子／内藤 良弘／矢古宇 芳一／長谷川 武士／菅原 一浩

◆特別委員会
　◆次世代技術を生かしたまちづくり調査特別委員会◆
　　◎山﨑 昌子／内藤 良弘／長谷川 武士／今野 哲也
　　　岡本 源二郎
　◆誰もがいきいきと安心して暮らせるまちづくり調査特別委員会◆
　　◎舟本　肇／塚田 典功／金崎 芙美子／黒子 英明／柴田 賢司
　　　矢古宇 芳一

◆議会運営委員会
◎篠﨑 圭一／今井 政範／馬上　剛／黒子 英明／内藤 良弘

◆ICT推進プロジェクトチーム
◎馬上　剛／岡本 源二郎

◆議会制度検討会議
◎鎌倉 三郎／小林 紀夫／今井 政範／馬上　剛／篠﨑 圭一／菅原 一浩

◆議会制度検討会議作業部会
小林 紀夫／今井 政範／馬上　剛／篠﨑 圭一

■各種審議会等委員

◆監査委員：
　塚田 典功／山﨑 昌子
◆栃木県後期高齢者医療
　広域連合議会議員：
　舟本　肇
◆表彰審査委員会：
　小林 紀夫
◆交通安全審議会：
　長谷川 武士／岡本 源二郎
◆社会福祉審議会：
　金崎 芙美子／長谷川 武士

◆民生委員推薦会：
　今井 政範
◆国民健康保険運営協議会：
　塚田 典功／今野 哲也
◆保健衛生審議会：
　柴田 賢司
◆食育推進会議：
　内藤 良弘
◆環境審議会：
　柴田 賢司
◆廃棄物減量等推進審議会：
　黒子 英明／菅原 一浩

◆農業振興対策審議会：
　山﨑 昌子
◆地産地消推進会議：
　菅原 一浩
◆農業再生協議会：
　矢古宇 芳一
◆中央卸売市場運営協議会：
　鎌倉 三郎／矢古宇 芳一
◆都市計画審議会：
　篠﨑 圭一／今野 哲也
◆通学区域審議会：
　馬上　剛／岡本 源二郎

『ミヤ・ストリート・ギグ』開催！！5/22 土 23 日

５月２２日（土）・２３日（日）
に『ミヤ・ストリート・ギグ』
が開催されました。
これからも、自由民主党議
員会は文化・芸術活動を
精一杯応援して参ります。

◀ゴスペルグループ『Treasure Tree』
　の皆さんによるパフォーマンス。

 今井 政範 議員  馬上 　剛 議員

全
国
市
議
会
議
長
会
よ
り

『
永
年
勤
続
議
員
表
彰

（
10
年
）』が
贈
ら
れ
ま
し
た
。


